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議会評価に
対する考え方

　平成２０年度から２１年度にかけて、貸し出しのための用地確保や自転
車の管理についての課題を解消できる方式として「ちがさき方式レンタサ
イクル事業」を実施しました。事業を実施した結果、各企業や団体等の業
務活動などに幅広くご利用いただけることを確認し、自転車の利用状況も
概ね把握することができ、レンタサイクル事業は有料であっても需要は十
分に見込まれると考えています。

今後の事業展望

　レンタサイクル事業は、地域住民や団体等との協働事業が可能であり、
事業の実効性を高めることにもなると考えています。しかしながら、利用
料収入だけで事業が成り立つかは現時点で判断が難しいため、他の事業と
併せて実施する手法の検討や、民間主体で行う場合の支援のあり方なども
あわせて検討する必要があると考えています。

附帯意見
国の補助金を活用した事業で、大きな成果を上げたことは、大変評価す
る。継続する要望も多い中で、財源・事業主体を検討し、政策として継続
する必要がある。

事業費

23年度予算額（案） （参考）22年度予算額 （参考）21年度決算額

0 千円 0 千円 2,824 千円

担当部課 都市部都市政策課

議会評価 改善・効率化し継続

理由 終了した事業であるが、事業主体を検討した上で、継続が必要である。

決算審査における事業評価の結果の反映状況

事業番号 １９
事業名

（実施計画名）
ちがさき自転車プラン推進事業（レンタサイ
クル）

事務事業名
（業務棚卸評価）

自転車プランの推進（レンタサイクル）


